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5ガスモニタリング
(1)実施の有無

1実施 36
2未実施 32

(2)測定頻度 １〜３⽉ ４〜６⽉ ７〜９⽉ 10〜12⽉

1回/年 12 2 3 5 2
2回/年 2 1 1 1 1
4回/年 4
1回/⽉ 10
1回/週 1
1回/⽇ 2
その他 4⽇常点検時・不定期・過去に測定例あり・臭気を感じたとき
合計 35









• 法面ガス抜き管、竪型ガス抜き管すべてで毎日測定している

• モニタリング管（深度５ｍ）ポータブル測定器で毎日測定している（浸透
水採水井戸）

• ガス組成、流速、温度を毎日1回41本すべて測定している

• 安定型処分場 浸透水採水井戸を新たに設置しガス測定をしている。

• チャンバー式測定を実施し始めた。



埋立ガス測定に係わる議論

•①埋立ガス測定場所と方法等について

• 安定型処分場では竪型集排水管（ガス抜き管）がないので測

定はどうするか？

• 表面フラックスを測定せざる得ないのではないか

• 浸透水の採取井戸はあるが、水没しやすく、管壁が部

分的にしか有孔でないので不適

• モニタリング管の設置、静置式チャンバー法など選択肢

が必要

• モニタリング管を使う場合には蓋をして、ガスが溜まる

特性を把握する必要がある

• 過去に地下水観測井での埋立ガス測定で廃止が認め

られた例もあったようだ
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埋立ガス測定に係わる議論

•②モニタリング時期について

•気温の高低でガス流入・流出が変化

• 2001年版部会報告では夏季を含むこととしている

• 夏季は雨が多く、1）分解促進でガスが出やすい、2）廃

棄物層の透水性が低下して、ガスが出ない、ことも考え

られるので、四季を通じての測定（4回）が望ましい

• 同じような天候（天気、気圧、風、先行降雨）の時に測

定しておくと、経年変化を把握することができ、根拠の

ある説明も可能である

• 最初は多めに測定しておき、実態を把握しながら徐々に

減らしていくことが望ましい
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埋立ガス測定に係わる議論

•③モニタリング作業負荷について

•測定頻度の例（ガス抜き管40本以上）

• ガス組成、流速、温度を毎月1回全て測定している。

2人で半日を要している。作業として定常化してい

るが、データ量が多く、人数が少ないので、記録し

か残していない
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埋立ガス測定に係わる議論

•④その他 分科会からの要望

• ガスについては何らかの指標があった方がわかりやすい

• 水質のように毒性から換算できれば良いのだが

• 報告書は指針であるため数値は決めない方が良い（多数）

• 跡地形質変更ガイドラインの数値（メタン1.5％、酸素18％、炭酸

ガス1.5％、硫化水素10ppmv）を行政に求められた例もある

• 行政からは目印となる基準値を示して欲しいと言われる。評価方法をどの

ように示すべきか工夫が必要

• 埋立地内部の現象解明には絶対値ではなく時間に対する変化速度

• ガスの発生量について二つの流れが混同されている。一つは準好気性構

造に由来する温度差による空気の循環に伴う換気の流れ、もう一つは埋

立地内部で発生したガス圧による流れである。これらを整理する必要あり
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